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Ａ．研究目的 
加熱式タバコ（Heated Tobacco Product: 

HTP）の普及に伴い、タバコ使用のモニタリング

はより複雑になっている。サーベイランスや臨床

でのスクリーニングでは、タバコの種類や使用タ

イミングを特定せず「あなたは現在タバコを吸っ

ていますか」といった質問がしばしば用いられる

が、このような質問方法は自身をタバコ使用者で

あると認識していない使用者をとらえることがで

きない可能性がある。タバコ使用とその自認に関

する過去研究は限られており、その多くは欧米諸

国の若年者における燃焼式タバコ（紙巻きタバ

コ、シガレット等）について調査したものである

[1,2,3]。日本では近年、HTP 等の新型タバコの

普及により使用される製品が多様化していること

から、独自の研究が必要である。本研究では、

1）日本における HTP、紙巻きタバコ、その他の

燃焼式タバコの最新の使用率の評価、2）タバコ

使用者が自身のタバコ使用を否定する（認識して

いない）割合の評価を目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
全国規模のインターネット調査（JASTIS調

査）の2022年調査データを横断的に分析した。

JASTIS調査の詳細については過去論文で報告し

ている[4]。16～74歳の回答者28,124人を分析対

象とした。 
■タバコ製品使用率 
質問「直近30日のうち、何日、それぞれのタバ

コを吸ったり、使ったりしましたか」への回答を

もとに、過去30日間に1日以上タバコ製品を使用

した場合を現在使用と定義した。現在使用率は

HTP（アイコス、プルームシリーズ、グロー、リ

ル等）、紙巻きタバコ、紙巻きタバコ以外の燃焼

式タバコ（葉巻、パイプ、リトルシガー、水タバ

コ等）それぞれについて計算し、HTPと燃焼式タ

バコの二重使用についても評価した。 
■タバコの現在使用を否定する回答の割合 

研究要旨 
加熱式タバコ（Heated Tobacco Product: HTP）の普及に伴い、タバコ使用のモニタリングは複
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の割合について評価した。全国規模のインターネット調査における 16～74 歳の回答者 28,124
人を分析対象とした。2022 年のタバコ使用率は、HTP が 11.8％、紙巻きタバコが 19.4％、紙

巻き以外の燃焼式タバコ（葉巻、パイプ、リトルシガー、水タバコ等）が 3.6％、HTP と燃焼

式タバコの二重使用が 6.8％だった。タバコの現在使用者（過去 30 日使用者）6,343 人のう

ち、19.5％がタバコを使用していると認めていない（否定している）ことがわかり、この割合

は使用しているタバコ製品の種類や回答者の個人特性によって異なっていた。タバコ使用のサ

ーベイランスや臨床でのスクリーニングにあたっては、回答者がタバコ使用を自認していな

い、あるいは否定する可能性を念頭に置き、質問方法を工夫したり、喫煙率等について慎重に

解釈する必要がある。 
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上記タバコ製品使用率を評価する質問とは別

に、調査票には「あなたは現在、タバコを吸って

いますか（直近の30日間についてお答えくださ

い）」との質問が含まれている。この質問は国民

健康・栄養調査などの従来からの喫煙しているか

どうかを評価するための質問項目と同様の聞き方

であり、個別のタバコ製品の使用状況よりも早い

順番に配置し質問した。これに対する回答を用い

てタバコ使用に関する認識を評価した。４つの選

択肢「ほとんど毎日吸っている」「時々吸ってい

る」「以前は吸っていたが今は吸っていない（止

めた）」「もともと吸わない」のうち、後者２つを

選択した回答者は、自身をタバコの現在使用者と

認識していない（否定している）ものとした。 
■関連因子 
性別、年齢、学歴、現在の飲酒習慣、過去30日

におけるタバコ製品使用日数（1-5/6-10/11-
20/21-30日）、タバコ依存の有無[5]を関連因子と

して含めた。 
■統計解析 
タバコ使用率は回答者全体および上記の関連因

子ごとに層別化し算出した。多変量調整ポアソン

回帰分析を行い、タバコ使用の否定に関連する因

子を検討した。 
■倫理的配慮 
本研究は、大阪国際がんセンターの倫理審査委員

会の承認を受けている（No.20094）。 
 
Ｃ．研究結果 

2022 年におけるタバコの現在使用率は、HTP
が 11.8％、紙巻きタバコが 19.4％、紙巻き以外

の燃焼式タバコが 3.6％、HTP と燃焼式タバコの

二重使用が 6.8％だった。いずれか１つ以上のタ

バコ製品を使用した人の割合は 24.5％だった。

タバコの現在使用者 6,343 人のうち、19.5％が自

身のタバコ使用を認識していない（否定してい

る）ことがわかった。この割合を製品ごとにみる

と、HTP 使用者で 10.0％、紙巻きタバコ喫煙者

では 21.7％、紙巻き以外の燃焼式タバコ喫煙者

では 53.3％、二重使用者では 20.2％だった。多

変量調整分析において、タバコ使用者であること

を否定した人の割合は、紙巻きタバコ単独の喫煙

者と比較して HTP 単独使用者と二重使用者では

優位に低かった（Adjusted Prevalence Ratio 
[APR]=0.39、0.71）。否定割合が高かったグルー

プは、女性（APR=1.33、対男性）、現在飲酒習慣

のない人（APR=1.20、対飲酒習慣のある人）、タ

バコ使用頻度が低い人（過去 30 日における使用

日数 1-5 日、6-10 日、11-20 日の回答者において

APR=4.58、2.45、2.22、対 21-30 日使用者）、タ

バコに依存していない人（APR=2.31、対タバコ

依存者）だった。 
 
D．考察 
タバコ現在使用者のおよそ 5 人に 1 人が、自身

のタバコ使用を否定していることがわかった。す

なわち、単純に「あなたは現在タバコを吸ってい

ますか」と聞いただけでは吸っていないと回答す

る喫煙者が 2 割程度いるということである。加熱

式タバコなどのさまさまなタバコが使われている

現在、「あなたは現在タバコを吸っていますか」

といった質問方法だけでタバコ使用を評価すると

過小評価につながり、WHO たばこ規制枠組み条

約（FCTC）によって推奨される MPOWER の実

施、特にタバコ使用のモニタリング（M）やタバ

コ使用者への禁煙支援（O）の実施に課題をもた

らす可能性がある。 
 本研究では、HTP の現在使用者は紙巻きタバ

コ使用者と比較して、タバコ使用を否定する割合

が有意に低かった。これは、HTP の使用と喫煙

を取り巻く社会的規範が関連している可能性があ

る。2020 年より施行されている改正健康増進法

では、燃焼式タバコは原則屋内禁煙とされる一方

で HTP は指定された室内での使用が可能となっ

ている。また、HTP はしばしば紙巻きタバコよ

りも健康リスクを低減した製品としてマーケティ
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ングされており、健康志向なイメージが形成され

ている。こうした背景において HTP 使用に対す

る社会的受容度は紙巻きタバコのそれよりも高

く、紙巻きタバコ使用者が自身をタバコ使用者で

あると開示するメリットは少ない一方で、HTP
使用者はより容易に使用を開示しやすくなってい

る可能性がある。 
 本研究では女性、飲酒習慣のない人、タバコ使

用頻度が低い人、タバコに依存していない人にお

いてタバコ使用の否定割合が高いことも明らかと

なった。この結果は欧米諸国で燃焼式タバコにつ

いて評価した過去研究の結果と一致している

[1,2,3]。タバコ使用を否定した人の中には、タバ

コ使用を短期間止めただけで自分は禁煙している

と考え、実際には断続的にタバコ使用を続けてい

る人が含まれると考えられる。こうした使用者に

対しては「現在タバコを吸っていますか」と尋ね

るだけでは不十分であり、具体的なタバコ製品や

使用頻度・タイミングを限定して質問することが

望ましい。タバコ使用には安全とされるレベルは

存在せず、断続的な少量使用でも健康被害をもた

らすものと考えられるため[6]、これを周知する

教育的介入の実施も望まれる。 
 
E．結論 
 タバコ現在使用者のおよそ5人に1人が、自身の

タバコ使用を否定していた。タバコ使用のサーベ

イランスや臨床でのスクリーニングにあたっては、

回答者がタバコ使用を自認していない、あるいは

否定する可能性を念頭に置き、質問方法を工夫し

たり、喫煙率等について慎重に解釈する必要があ

る。 
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表１. 日本におけるタバコ製品の現在（過去 30 日）使用率、2022 年 JASTIS 調査 
  分布   製品ごとの使用率   全体使用率 

    紙巻きタバコ 

紙巻きタバ
コ以外の燃

焼式タバコ HTP 

燃焼式タバコと
HTP の二重使

用  
１種類以上の製

品使用 
人口特性 N %   % (95% CI) % (95% CI) % (95% CI) % (95% CI)   % (95% CI) 
全体 28124 100.0    19.4 (18.6-20.3) 3.6 (3.2-4.0) 11.8 (11.2-12.5) 6.8 (6.3-7.4)   24.5 (23.6-25.5) 
性          

女 14404 51.0   10.5 (9.6-11.4) 1.4 (1.1-1.6) 6.0 (5.2-6.7) 2.9 (2.4-3.4)  13.6 (12.6-14.6) 
男 13720 49.0   28.7 (27.3-30.1) 6.0 (5.2-6.7) 17.9 (16.8-19.1) 11.0 (10.0-11.9)  35.9 (34.4-37.4) 

年齢          
16-19 693 6.8   4.2 (2.1-6.3) 2.4 (0.8-4.0) 3.8 (1.7-5.8) 3.2 (1.3-5.1)  5.0 (2.8-7.3) 
20-29 6061 12.2   20.1 (18.4-21.8) 7.8 (6.7-8.9) 16.0 (14.4-17.5) 12.1 (10.7-13.4)  24.1 (22.3-25.8) 
30-39 4068 16.0   23.1 (20.6-25.6) 3.8 (3.0-4.6) 17.7 (15.5-20.0) 10.2 (8.4-12.1)  30.9 (28.2-33.6) 
40-49 5324 21.0   22.6 (20.7-24.4) 3.4 (2.7-4.1) 14.8 (13.4-16.3) 7.7 (6.6-8.8)  29.5 (27.5-31.4) 
50-59 4617 19.1   22.4 (20.1-24.7) 3.3 (2.0-4.6) 11.6 (10.0-13.1) 5.9 (4.7-7.1)  28.1 (25.8-30.5) 
60-74 7361 25.0   16.0 (14.5-17.5) 2.3 (1.7-2.9) 5.9 (4.9-6.9) 3.1 (2.5-3.7)  19.1 (17.4-20.7) 

教育          
中学卒業 569 6.4   22.4 (17.6-27.2) 4.7 (2.5-6.9) 10.2 (6.7-13.7) 5.0 (3.0-7.0)  28.6 (23.1-34.1) 

高校もしくはそ
れ以上 

（現役学生含

む） 27386 93.6   19.2 (18.4-19.9) 3.5 (3.2-3.9) 12.2 (11.6-12.8) 7.1 (6.6-7.6)  24.4 (23.6-25.2) 
飲酒、過去 30 日          

無 13664 51.8   15.0 (13.9-16.0) 3.1 (2.7-3.5) 9.4 (8.5-10.2) 5.4 (4.8-6.0)  19.2 (18.0-20.4) 
有 14460 48.2    24.2 (22.9-25.5) 4.2 (3.5-4.9) 14.5 (13.4-15.5) 8.4 (7.5-9.2)   30.3 (28.9-31.6) 
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表２. タバコ製品の現在使用者のうちタバコ使用を否定した割合とその比較、2022 年 JASTIS 調査 

  分布   
タバコ使用を否定す

る割合 
タバコ使用を否定す

る割合の比較 
人口特性 N %   % (95% CI) APR (95% CI) 
全体 6343  100.0    19.5 (17.9-21.1) - 
タバコ製品使用状況      

紙巻きタバコのみ 3048 49.8   21.7 (19.4-23.9) Ref. 
紙巻き以外の燃焼式タバコのみ 196 2.0   53.3 (41.1-65.5) 1.17 (0.93-1.46) 

加熱式タバコのみ 1246 20.3   10.0 (7.0-13.1) 0.39 (0.31-0.50) 
燃焼式・加熱式両方 1853 27.9   20.2 (16.9-23.5) 0.71 (0.61-0.82) 

性      
女 1928 28.3   26.0 (22.9-29.0) 1.33 (1.17-1.51) 
男 4415 71.7   17.0 (15.1-18.9) Ref. 

年齢      
16-19 45 1.4   56.8 (34.1-79.5) 1.27 (0.90-1.80) 
20-29 1093 12.0   30.6 (26.8-34.4) 0.99 (0.81-1.22) 
30-39 943 20.1   18.0 (14.7-21.3) 0.97 (0.78-1.21) 
40-49 1499 25.3   18.0 (15.1-20.9) 1.01 (0.81-1.25) 
50-59 1312 21.9   16.2 (12.0-20.4) 0.97 (0.76-1.23) 
60-74 1451 19.4   17.4 (14.3-20.6) Ref. 

教育      
中学卒業 219 7.5   16.8 (9.2-24.3) 1.03 (0.67-1.57) 

高校もしくはそれ以上 
（現役学生含む） 6080 92.5   20.0 (18.5-21.4) Ref. 

飲酒、過去 30 日      
無 2463 40.6   24.0 (21.3-26.7) 1.20 (1.05-1.36) 
有 3880 59.4   16.5 (14.5-18.4) Ref. 

過去 30 日におけるタバコ製品使用日数      
1-5 日 1106 13.4   59.3 (54.6-64.1) 4.58 (3.82-5.49) 

6-10 日 522 7.8   27.5 (21.6-33.3) 2.45 (1.95-3.08) 
11-20 日 665 10.9   26.1 (20.3-32.0) 2.22 (1.76-2.79) 
21-30 日 4050 67.9   9.7 (8.1-11.4) Ref. 

タバコ依存      
無 3701 54.3   29.1 (26.6-31.6) 2.31 (1.91-2.81) 
有 2642 45.7    8.2 (6.8-9.6) Ref. 

APR=Adjusted Prevalence Ratio 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


